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　奈良国立

文化財研究所

　要　綱

組織規定

文部省組織令(抜粋)

　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和59年6月28日　政令第227号

第２章　文化庁

　第３節　施設等機関

　　(施設等機関)

第108条　文化庁長官の所轄の下に、文化庁に国立国語研究所を

　置く。

２　前項に定めるもののほか、文化庁に次の施設等機関を置く。

(中略)

　国立文化財研究所

　　(国立文化財研究所)

第114条　国立文化財研究所は、文化財に関する調査研究、資料

　の作成及びその公表を行う機関とする。

２　国立文化財研究所には、支所を置くことができる。

３　国立文化財研究所及びその支所の名称、位置及び内部組織

　は文部省令で定める。

(抜粋)

　　　　　　　　　　　　　　昭和28年1月13口　文部省令第2号

第５章　文化庁の施設等機関

　第４節　国立文化財研究所

　　第１款　名称及び位置

　(名称及び位置)

第116条の９　国立文化財研究所の名称及び位置は、次の表に掲

　げるとおりとする。

名　　　称 位　　　置

東京国立文化財研究所 東京都台東区

奈良国立文化財研究所 奈良県奈良市

　　第２款　奈良国立文化財研究所

　　(所長)

第123条　奈良国立文化財研究所に、所長を置く。

２　所長は、所務を掌理する。

　　(内部組織)

m124条　奈良国立文化財研究所に、庶務部、建造物研究室及び

　歴史研究室並びに平城宮跡発掘調査部及び飛鳥藤原宮跡発掘

　調査部を置く。

２　前項に定めるもののほか、奈良国立文化財研究所に飛鳥資

　料館及び埋蔵文化財センターを置く。

　　(庶務部の分課及び事務)

第125条　庶務部に、次の二課を置く。

　一　庶務課

　二　会計課

２　庶務課においては次の事務をっかさどる。

　一　職貝の人事に関する事務を処理すること。

　二　職貝の福利厚生に関する事務を処理すること。

　三　公文書類の接受及び公印の管守その他庶務に関すること。

　四　この研究所の所掌事務に関し、連絡調整すること。

　五　この研究所の所掌に係る遺構及び遺物の保全のための警備

　　に関すること。

　六　前各号に掲げるもののほか、他の所掌に属しない事務を処

　　理すること。

３　会計課においては、次の事務をつかさどる。

　一　予算に関する事務を処理すること。

　二　経費及び収入の決算その他会計に関する事務を処理するこ

　　と。

　三　行政財産及び物品の管理に関する事務を処理すること。

　四　庁舎及び設備の維持、管理に関する事務を処理すること。

　五　庁内の取締りに関すること。

第126条　削除

　　(建造物研究室等の事務)

第127条　建造物研究室においては、建造物及び伝統的建造物群

　に関する調査研究を行い、並びにその結果の公表を行う。

２　歴史研究室においては、考古及び史跡並びに歴史資料に関

　する調査研究を行い、並びにその結果の公表を行う。

　　(平城宮跡発掘調査部の六室及び事務)

第128条　平城宮跡発掘調査部に、考古第一調査室、考古第二調

　査室、考古第三調査室、遺構調査室、計測修景調査室及び史

　料調査室を置く。

２　前項の各室においては、平城宮跡に関し、次項から第６項ま

　でに定める事務を処理するほか、その発掘を行う。

３　考古第一調査室、考古第二調査室及び考古第三調査室にお

　いては、別に定めるところにより分担して、遺物(木簡を除

　く。)の保存整理及び調査研究並びにこれらの結果の公表を

　行う。

４　遺構調査室においては、遺構の保存整理及び調査研究並び

　にこれらの結果の公表を行う。

５　計測修景調査室においては、遺構の計測及び修景並びにこ

　れらに関する調査研究並びにこれらの結果の公表を行う。

６　史料調査室においては、木簡の保存整理及び調査研究、史

　料の収集及び調企研究並びにこれらの結果の公表を行う。

　　(頭藤題跡発掴題の四室及び事務)

第129条　飛鳥藤原宮跡発掘調査部に考古第一調査室、考古第二
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　調査室、遺構調査室及び史料調査室を置く。

２　前項の各室においては、藤原宮跡及び飛鳥地域における宮

　跡その他の遺跡に関し、次項から第５項までに定める事務を

　処理するほか、その発掘を行う。

３　考古第一調査室及び考古第二調査室においては、別に定め

　るところにより分担して、遺物(木簡を除く。)の保存整理及び

　調査研究並びにこれらの結果の公表を行う。

４　遺構調査室においては、遺構の保存整理及び調査研究、遺

　構の計測及び修景並びにこれらに関する調査研究並びにこれ

　らの結果の公表を行う。

５　史料調査室においては、木筒の保存整理及び調査研究、史

　料の収集及び調査研究並びにこれらの結果の公表を行う。

　(飛鳥資料館)

第130条　飛鳥資料館においては、飛鳥地域の歴史的意義及び文

　化財に関し、国民の理解を深めるため、この地域に関する考

　古資料、歴史資料その他の資料を収集し、保管して公衆の観

　覧に供し、あわせてこれらに関連する調査研究及び事業を行

　う。

　(飛鳥資料館の館長)

第131条　飛鳥資料館に、館長を置く。

２　館長は、館務を掌理する。

　(飛鳥資料館の二室及び事務)

第132条　飛鳥資料館に、庶務室及び学芸室を置く。

２　庶務室においては、飛鳥資料館の庶務、会計等に関する事

　務を処理する。

３　学芸室においては、次の事務をつかさどる。

　一　飛鳥地域に関する考古資料、歴史資料、建造物、絵画、

　　彫刻、典籍、古文書その他の資料の収集、保管、展示、模

　　写、模造、写真の作成、調査研究及び解説を行うこと。

　二　飛鳥地域に関する図書、写真その他の資料の収集、整理、

　　保管、展示、閲覧及び調査研究を行うこと。

　三　飛鳥資料館の事業に関する出版物の編集及び刊行並びに

　　普及宣伝を行うこと。

　　(埋蔵文化財センター)

第133条　埋蔵文化財センターにおいては、次の事務をつかさど

　る。

　一　埋蔵文化財に関し、調査研究及びその結果の公表を行う

　　こと。

　二　埋蔵文化財の調査及び保存整理に関し、地方公共団体の

　　埋蔵文化財調査関係職貝その他の関係者に対して、専門的、

　　技術的に研修を行うこと。

　三　埋蔵文化財の調査及び保存整理に関し、地方公共団体の

　　機関その他関係の機関及び団体等の求めに応じ、専門的、

　　技術的な指導及び助言を行うこと。

　四　埋蔵文化財に関する情報資料の作成、収集、整理、保管

　　及び調査研究を行い、並びに地方公共団体の機関その他関

　　係の機関及び団体等の求めに応じ、その利用に供すること。
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　　(埋蔵文化財センターの長)

第134条　埋蔵文化財センターに長を置く。

２　前項の長は、埋蔵文化財センターの事務を掌理する。

　　(埋蔵文化財センターの内部組織)

第135条　埋蔵文化財センターに、教務室、研究指導部及び情報

　資料室を置く。

　　(教務室の事務)

第136条　教務室においては、研修の実施に関する事務を処理する

　ほか、埋蔵文化財センターの庶務に関する事務をつかさどる。

　　(研究指導部の六室及び事務)

第137条　研究指導部に、考古計画研究室、集落遺跡研究室、発

　掘技術研究室、遺物処理研究室、測量研究室及び保存工学研

　究室を置く。

２　考古計画研究室においては、第133条第１号から第３号まで

　に掲げる事務(他の室の所掌に属するものを除く。)をつかさ

　どる。

３　集落遺跡研究室においては、集落遺跡に関し、第133条第１

　号から第３号までに掲げる事務(発掘技術研究室、遺物処理研

　究室、測量研究室及び保存工学研究室の所掌に属するものを除

　く。)をつかさどる。

４　発掘技術研究室においては、遺跡の発掘技術に関し、第133

　条第１号から第３号までに掲げる事務をつかさどる。

５　遺物処理研究室においては、遺物の処理に関し、第133条第

　１号から第３号までに掲げる事務をっかさどる。

６　測量研究室においては、埋蔵文化財の測量に関し、第133条

　第１号から第３号までに掲げる事務をっかさどる。

７　保存工学研究室においては、遺跡の保存整備に関し、第133

　条第１号から第３号までに掲げる事務をつかさどる。

　　(情報資料室の事務)

第138条　情報資料室においては、第133条第４号に掲げる事務を

　つかさどる。

　　(客員研究員)

第139条　奈良国立文化財研究所に客貝研究員を置くことができ

　る。

２　客員研究員は、所長の命を受け、奈良国立文化財研究所に

　おいて行う調査研究に参画する。

３　客員研究員は、非常勤とする。

　改正

　昭和43年６月15日　文部省令第20号／昭和45年４月17日　文部

　省令第11号／昭和48年４月12日　文部省令第６号／昭和49年４

　月11日　文部省令第10号／昭和50年４月２日　文部省令第13

　号／昭和51年５月10日　文部省令第16号／昭和52年４月18日

　文部省令第10号／昭和53年４月５日　文部省令第19号／昭和53

　年９月９日　文部省令第33号／昭和55年４月５日　文部省令第

　14号／昭和55年６月25日　文部省令第23号／昭和58年10月１日

　文部省令第25号／昭和59年６月30日　文部省令第37号／昭和63

　年４月８日　文部省令第13号
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現在の職員一覧(2000. 6. 15現在）

（括弧は兼任・併任）

庶務部長　千葉秀夫

所長

町田　章

平城宮跡発掘調査

部長　田辺征夫

飛鳥・藤原宮跡

発掘調査部長

　　　　黒崎　直

行政職(二)

０
　
０

よ

研究職

１
　
１

≪
３

t
ｏ

計
　
8
4

84

庶務課長　多　昭彦一庶務係長

　ﾋ課長補佐　林　哨夫　Ｌ主任

　　専門貝　西田健三

中川　正

桑原隆佳

経理係長

　Ｌ主任

用度係長

　Ｌ主任　　-･4.4

施設係長

　Ｌ技官

文教施設部大阪工事事務所専門貝　伊藤弘和

歴史研究室長　綾村　宏

考古第一調査室災

考古第二調査室長

考古第三調査室長

遺構調査室長

計測修景調査室災

史料調査室長

主任研究官

事務総括

専門職貝

(西田健三)

井上直夫　牛嶋

第一調査室長

二調査室長

査室長

査室長

(楼井雅樹)

　　　　　　　　　　　　庶務室長　梅旧和男

飛鳥資料館長

取扱(町田　

宍J‾‾‾

Djj

芸室長　岩本1楠

　　　　　　　　　　　　　主任研究官　杉山

埋蔵文化財

センター長

　沢田正昭

考古計両研究室長

槃落遺跡研究室長

発掘技術研究室長

遺物処理研究室長

測量研究室長

保存工学研究室長

―主任研究官

悄報資料室長

補佐貝　大西和子　宍戸雅子　中川かよ子　中垣睦美

　　　　伊藤久美　新宮恵子　松森左千子　松本恵美

　　　　佐渡早百合　石川千恵子　奥村　功

(次山　淳)

(高橋克壽)

(岩永省三)

　清水重敦

(井上直夫)

(小池仲彦)

補佐貝　岩永恵子
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寺渾邦裕一補佐貝　港　悦子　井野山宜子　大山　翠

江川　正

南潤一郎一補佐貝　上村敬子　幸田恵里子

車井俊也一飯旧信男

今西康益一補佐貝　永井和代　山口由佳　中埜　博

栗林貞弘　上垣内茂樹

建造物研究室長　木村　勉一主任研究官　村田健一（小野健吉）（長尾　充）（内田和仲）（箱崎和久）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西山和宏）（蓮沼麻衣子）

（深深芳樹）（岩永省三）（森本　晋）（山下信一郎）（吉川　聡）

井上和人一技官　石橋茂登　豊島直博

川越俊-･一技官　金川明大　神野　恵

山崎信ニー技官　清野孝之（千田剛道）

浅川滋男一技官　西山和宏　蓮沼麻衣子

高瀬要一一技官　中島義晴（内田和仲）

　　舘野和己一技官　吉川　聡　馬場　基　（渡迢晃宏）

千田剛道　岩永省三　渡迢晃宏　内田和仲　次山　淳　高橋克壽

補佐貝（奥村　功）

茂一中村一郎

安田龍太郎－（深潭芳樹）（花谷　浩）

松村忠司-（村上　隆）（玉旧芳英）

西口壽生一箱崎和久（小野健吉）

毛利光俊彦一山下信一郎（小潭　毅）

深深芳樹　村上　隆　小野健吉　花谷　浩　玉田芳英　小深　毅

　　　　　小池仲彦

補佐貝　吉岡佐和子　松本　誠　木寅貢志　宮川伴子

　　　　渡迢淳子　播摩尚子　加藤貴之

　　　　西川雄大　福山比呂美

主任　中西健夫一袖佐貝　大谷照子　乾　春雄　森井恵三子

　　　　　　　　　　　　　　米川まち子

光谷拓実－(松井　章)

肥塚隆保－(高妻洋成)

西村　康一(松井　章)

内旧昭人

松井　章　森本　晋　高貴洋成

小林謙一一伊藤智彦(森本　晋)

洋　長尾　充

室長　山崎哲朗一教務係長　中久保隆雄

i門職貝（牛嶋　茂）

巽淳一郎

山中敏史



　Ⅲ施設(2000. 3.31現在）

土地

　奈良国立文化財研究所所管

　　本庁舎

　　飛鳥藤原宮跡発掘調査部

　　飛鳥資料館

　　飛鳥資料館宿舎

　　重要文化財旧米谷家住宅

　文化庁所管（関係分）

　　平城宮跡地区

　　藤原宮跡地区

　　飛鳥稲淵宮殿跡地区

建物

　庁舎

　47.987�

　　8,860�

　20.515�

　17,092�

　　1.343�

　　177�

1,475.804�

1,087.907 m

　382.856�

　　5.041�

38.108�

区　分 本庁舎 平城 藤原
飛鳥
資料館
藤原
宮跡
計

事務室

研究･整理室

資料･図書室

会議室

講　堂

展示室

写真室

復原建物

遺構展示室

車　庫

倉庫･収蔵庫

研修棟

その他

　646

1,417

1.021

　338

　　84

　133

1.416

1.666

　914

3.152

　　9

　538

　925

　411

1.085

1,563

　608

7.418

2.821

　197

1.205

　383

　129

　210

　254

　149

　352

2.979

1.669

　108

　125

　131

　49

　132

1,361

　78

　94

　696

1,606 36

1.865

5,899

1.535

　525

　880

2,540

　638

　1,085

　1,563

　1.138

11.226

　1.416

　7.798

計 6.721 19.444 7,527 4.380 36 38.108

宿舎等　重要文化財旧米谷家住宅

　　　　飛鳥資料館宿舎

IV　これまでの刊行物（括弧内,ょ刊行年度）

第１冊

第２冊

第３冊

第４冊

第５冊

第６冊

第71肝

第８冊

第９冊

第10冊

第11冊

第12冊

68

213�

225�

仏師運慶の研究(1954)

修学院離宮の復原的研究(1954)

文化史論叢(1955)

奈良時代僧房の研究(1956)

飛鳥寺発掘調査報告(1957)

中世庭園文化史(1958)

興福寺食堂発掘調査報告(1958)

文化史論叢I (1959)

川原寺発掘調査報告(1959)

平城宮跡第一次･伝飛鳥板蓋宮跡発掘調査報告(1960)

院の御所と御堂一院家建築の研究－（1961）

巧匠阿弥陀仏快慶(1962)
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第14冊

第15冊

第16冊

第17冊
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第24冊

第25冊

第26冊

第27冊

第28冊

第29冊

第30冊

第31冊

第32冊

第33冊

第34冊

第35冊

第36冊

第37冊

第38冊

第39冊

第40冊

第41冊

第42冊

第43冊

第44冊

第45冊

第46冊

第47冊

第48冊

第49冊

第50冊

第51冊

第52冊

第53冊

第54冊

寝殿造系庭園の立地的考察(1962)

唐招提寺蔵「レース」と「金亀舎利塔」に関する研究

　(1962)

平城宮発掘調査報告ｎ　官街地城の調査(1962)

平城宮発掘調査報告ｍ　内裏地域の調査(1963)

平城宮発掘調査報告IV　官衡地域の調査(1965)

小堀遠州の作事(1965)

藤原氏の氏寺とその院家(1967)

名物裂の成立(1969)

研究論集I (1971)

研究論集n (1973)

平城宮発掘調査報告VI　平城京左京一条三坊の調査

　(1974)

高山一町並調査報告- (1974)

平城京左京三条二坊(1975)

平城宮発掘調査報告ⅥI (1975)

飛鳥・藤原宮発掘調査報告I (1975)

研究論集1 (1975)

木曽奈良井一町並調査報告- (1975)

五條一町並調査の記録- (1976)

飛鳥・藤原宮発掘調査報告n (1977)

研究論集W (1977)

イタリア中部の一山岳集落における民家調査報告

　(1977)

平城宮発掘調査報告K (1977)

研究論集V (1978)

平城宮整備調査報告I (1978)

飛鳥・藤原宮発掘調査報告Ⅲ(1979)

研究論集VI (1979)

平城宮発掘調査報告X (1980)

平城宮発掘調査報告XI (1981)

研究論集Ⅶ(1984)

平城宮発掘調査報告Xn (1984)

日本における近世民家（農家）の系統的発展(1984)

平城京左京三条二坊六坪発掘調査報告(1985)

薬師寺発掘調査報告(1986)

平城京右京八条一坊十三・十四坪発掘調査報告書

　(1988)

研究論集Ⅷ(1988)

年輪に歴史を読む一日本における古年輪学の成立－

　(1990)

研究論集K (1990)

平城宮跡発掘調査報告書Xni (1990)

平城宮跡発掘調査報告書XIV (1992)

西隆寺発掘調査報告書(1992)

平城宮朱雀門の復原的研究(1993)

平城京左京二条二坊・三条二坊一長屋王邸・藤原麻呂

邸一発掘調査報告(1994)

第55冊　飛鳥･藤原宮発掘調査報告IV 一飛鳥水落遺跡の調査－

　　　　　(1994)

第56冊　平城京左京七条一坊十五・十六坪発掘調査報告(1997)

第57冊　日本の信仰遺跡(1998)

第58冊　研究論集X (1999)

第59冊　中世瓦の研究(1999)

第60冊　研究論集XI (1999)
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第26冊

第27冊

第28冊
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第１冊

第２冊

南無阿弥陀仏作善集（複製) (1954)

西大寺叡尊伝記集成(1955)

仁和寺史料　寺誌編1 (1963)

俊乗坊重源史料集成（1964）

平城宮木簡Ｉ　図版(1966)

仁和寺史料　寺誌編2（1967）

平城宮木簡１　解説（別冊) (1969)

唐招提寺史料1 (1970)

平城宮木簡２　図版・解説(1974)

日本美術院彫刻等修理記録I (1974)

日本美術院彫刻等修理記録n (1975)

日本美術院彫刻等修理記録Ⅲ(1976)

藤原宮木簡１　図版・解説(1977)

日本美術院彫刻等修理記録IV (1977)

日本美術院彫刻等修理記録V (1978)

東大寺文書目録第１巻(1978)

日本美術院彫刻等修理記録VI (1979)

平城宮木簡３　図版・解説(1979)

藤原宮木簡２　図版・解説(1979)

束大寺文書目録第２巻(1979)

日本美術院彫刻等修理記録Ⅶ(1980)

東大寺文書目録第３巻(1980)

七大寺巡礼私記(1981)

東大寺文書目録第４巻(1981)

東大寺文書目録第５巻(1982)

平城宮出土墨書土器集成I (1982)

東大寺文書目録第６巻(1983)

木器集成図録一近畿古代m- (1984)

平城宮木簡４　図版・解説(1985)

興福寺典籍文書目録第１巻(1985)

山内済男考古資料1 (1988)

平城宮出土墨書土器集成n (1988)

山内清男考古資料2 (1989)

山内済男考古資料3 (1991)

山内清男考古資料4 (1991)

山内清男考古資料5 (1991)

木器集成図録一近畿原始編- (1992)

梵鐘実測図集成（上) (1992)

梵鐘実測図集成（下) (1993)

山内消男考古資料6 (1993)

山田寺出土建築部材集成(1994)

平城京木簡1 (1994)

平城宮木115 (1995)

山内済男考古資料7 (1995)

興福寺典籍文書目録第２巻(1995)

北浦定政関係資料(1996)

山内済男考古資料8 (1996)

北魏洛陽永寧寺(1997)

発掘庭園資料(1997)

山内済男考古資料9 (1997)

山内消男考古資料10 (1998)

山内清男考古資料11 (1999)

地域文化財の保存修復　考え方と方法(1999)

瓦編１

瓦編２

解説

解説

(1973)

(1974)

第31冊

第４冊

第5 111

第６冊

第７冊

第８冊

第９冊

瓦編３

瓦編４

瓦編５

瓦編６

瓦編７

瓦編８

瓦編９

(1975)

(1976)

(1976)

(1978)

(1979)

(1980)

(1983)

鵬資料館魏

　第１冊　飛鳥白狐の在銘金銅仏(1976)

　第２冊　飛鳥白狐の在銘金銅仏　銘文篇（1976）

　第３冊　日本古代の墓誌(1977)

　第４冊　日本古代の墓誌　銘文篇(1978)

　第5 111　古代の誕生仏(1978)

　第６冊　飛鳥時代の古墳一高松塚とその周辺- (1979)

　第７冊　日本古代の鵬尾(1980)

　第8 111　山田寺展(1981)

　第9 111　高松塚拾年(1982)

　第10冊　渡来人の寺一桧隈寺と坂田寺- (1983)

　第11冊　飛鳥の水時計(1983)

　m2M　小建築の世界一埴輪から瓦塔まで- (1983)

　第13冊　藤原一半世紀にわたる調査と研究- (1984)

　第14冊　日本と韓国の塑像(1985)

　第15冊　飛鳥寺(1985)

　第16冊　飛鳥の石造物(1986)

　第17冊　萬葉乃衣食住(1987)

　第18冊　壬申の乱(1987)

　第19冊　古墳を科学する(1988)

　第20冊　聖徳太子の世界(1988)

　第21冊　仏舎利埋納(1989)

　第22冊　法隆寺金堂壁画飛天(1989)

　第23冊　日本書紀を掘る(1990)

　第24冊　飛鳥時代の埋蔵文化財に関する一考察(1991)

　第25冊　飛鳥の源流(1991)

　第26冊　飛鳥の工房(1992)

　第271暦　古代の形(1994)

　第28冊　蘇我三代(1995)

　第29冊　斉明紀(1996)

　第30冊　遺跡を測る(1997)

　第31冊　それからの飛鳥(1998)

　第32冊　UTAMAKURA (1998)

　第33附　幻のおおでら一百済大寺(1998)

　第34冊　鏡を作る　海獣葡萄鏡を中心として(1999)

　第35冊　あすかの石造物(1999)

飛鳥資料館カタログ

　第１附　仏教伝来飛鳥への道(1975)

　第２冊　飛鳥の寺院遺跡１－最近の出土品- (1975)

　第３冊　飛鳥の仏像(1978)

　第４冊　桜井の仏像(1979)

　第５冊　高取の仏像(1980)

　第６冊　梅原の仏像(1981)

　第71肝　飛鳥の王陵(1982)

　第８冊　大官大寺一飛鳥最大の寺- (1985)

　第91肝　高松塚の新研究(1992)

　第10冊　飛鳥のーと一最近の調査から- (1994)

　第11冊　山田寺(1997)

　第12冊　山田寺東回廊再現(1997)
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V　1999年度の動向

　予算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）

人件費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　750326

管理運営費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　128.804

　　事業管理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12591

　　飛鳥資料館運営　　　　　　　　　　　　　　　　19,267

　　埋蔵文化財センター事業管理運営　　　　　　　　9,863

　　埋蔵文化財センター情報資料運営　　　　　　　　10.636

　　本庁舎維持管理等経費　　　　　　　　　　　　　52.970

　　飛鳥藤原宮跡発掘調査部運営　　　　　　　　　　23.477

一般研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　97↓237

　　一般研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　74.155

　　埋蔵文化財センター客員研究員　　　　　　　　　6,374

　　埋蔵文化財センター研究用設備維持費　　　　　　16.708

事業経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　757306

　　発掘調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　580,937

　　展示事業経費　　　　　　　　　　　　　　　　　76,397

　　宮跡整備管理　　　　　　　　　　　　　　　　　76.011

　　埋蔵文化財発掘技術者研修　　　　　　　　　24.461

国際研究協力経費　　　　　　　　　　　　　　　　　50,034

　　アジアにおける古代都城遺跡の研究と保存に

　　関する研究協力　　　　　　　　　　　　　　　　50.034

調査研究等特別推進経費　　　　　　　　　　　　160,275

施設費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　641,389

　　第一次大極殿院正殿復原に伴う実施設計(3-2) 224,946

　　平城宮跡地等整備費　　　　　　　　　　　　　348,761

　　第一次大極殿院地区復原準備調査　　　　　　　33,600

　　各所修繕費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　34.082

合　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,585,871

主要工事

(1)平城宮跡地等整備費

　　平城宮跡束院庭園隅楼復原等工事

　　平城宮跡東院庭園隅楼周辺整備等工事

　　平城言跡復原施設監理棟(仮設)設置工事

　　藤原宮跡東方官衝地区等整備平成11年度工事

(2)その他(国有文化財保存整備費、各所修繕費)

　　特別史跡山田寺跡整備平成11年度工事

　　平城宮跡宮内省壁補修工事

　　飛鳥藤原宮跡発掘調査部復原板塀補修工事

(千円)

374,850

91,350

31,122

21.420

11.038

9.765

6.930

　協力事業等

　文化庁では、1971年度から特別史跡藤原宮跡の国有化を進めて

おり、1972年度から当研究所が文化庁から支出委任を受けて買収

事務を担当している。

　1999年度の状況は下記のとおりである。
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区　分 面積(�) 金額(円)

1999年度 8,67439 364,560262

国有地合計 380,74402 9,394,013,525

　人事異動(1999.4 1～2000.3.31)

4月１日

　所長に昇任

　庶務部長に昇任

　庶務部庶務課課長補佐に昇任

　庶務部会計課専門貝に昇任

　庶務部庶務課庶務係長に昇任

　庶務部会計課経理係長に昇任

　庶務部会計課施設係長に配置換

　庶務部庶務課(事務補佐員)に配置換

　飛鳥資料館庶務室長に転任

　庶務部会計課用度係主任に転任

　平城宮跡発掘調査部遺構調査室に採用

　平城宮跡発掘調査部計測修景調査室に採用

　平城宮跡発掘調査部史料調査室に採用

　平城宮跡発掘調査部写場に採用

　事務補佐員(庶務部庶務課)に採用

　事務補佐員(庶務部会計課)に採用

　研究補佐員(飛鳥藤原宮跡発掘調査部)に採用

　研究補佐員(飛鳥藤原宮跡発掘調査部)に採用

　文化庁文化財保護部記念物課文化財調査官に転出

　名古屋大学文学部助教授に転出

　文化庁文化財保護部建造物課文化財調査官に転出

　神戸大学経理部長に転出

　信州大学医学部学務課長に転出

　京都大学学生部入試課課長補佐に転出

　大阪大学言語文化部庶務掛長に転出

　京都大学経理部主計課第三予算掛長に転出

　京都大学施設部企画課工事司計掛主任に転出

　実務研修生(建造物研究室)受入れ(奈良県より)

７月１日

　平城宮跡発掘調査部主任研究官に昇任

　飛鳥藤原宮跡発掘調査部主任研究官に転任

　文化庁文化財保護部記念物課文化財調査官に転出

７月31日

　辞職

８月１日

　埋蔵文化財センター長に昇任

　埋蔵文化財センター研究指導部長に昇任

町田　　章

千葉　秀夫

林　　晴夫

襖井雅樹

中川　　正

寺潭　邦裕

今西康益

宍戸雅子

梅田　和男

車井　俊也

清水重敦

中島　義晴

吉川　　聡

中村　一郎

佐渡早百合

大山　　翠

播磨　尚子

加藤　貴之

平滓　　毅

古尾谷知浩

島田　敏男

原　　克己

左右田　進

麻田　　茂

大川　智和

河野忠男

小野　敦

田中　　泉

高橋　克壽

小池伸彦

加藤真二

工楽　善通

沢田

金子

正昭

裕之



９月１日

　庶務部庶務課長に昇任

　文化庁文化財保護部建造物課専門員に転出

多

外間

昭彦

尹隆

11月１日

　庶務部会計課勤務(文教施設部大阪工事事務所専門貝)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤　弘和

3
1
　
職
　
職
　
職

月
辞
退
退

　刊行物

年報　1999-1

年報　1999-n

年報　1999-Ⅲ

埋蔵文化財ニュース93号

埋蔵文化財ニュース94号

埋蔵文化財ニュース95号

飛鳥・藤原宮発掘調査出土木簡概報14

伝統的木造建築物に関する構造実験報告書　その２

保存科学研究集会2000

アンコール文化遺産保護共同研究報告書

　　(タニ窯跡群A6号窯発掘調査概報)

アンコール文化遺産保護共同研究報告書

　　(平成８年度～平成10年度)

官営工房研究会会報６

南アジア仏教遺跡保存整備に関する基礎的調査研究Ｉ

研究報告｢京都を中心にした近代庭園の研究｣

　平城宮跡資料館・遺構展示館・東院窟圖見学者

寺崎保広

伊藤敬太郎

鈴木恵介

(人)

区　分 平城宮跡資料館 遺構展示館 東院庭園 計

1999年度 78.672 72.785 52,516 203,973

累　計 1.738,615 1.980.394 183.314 3.902,323

資料館は1970年度、遺構展示館は1963年度、東院庭園は1998年度

以降の累計

　図書・写真資料

図書:188.012冊
(2000. 3. 31現在) (冊)

区　分 種　別 購　入 寄　贈 計

1999年度 和漢書 1.504 6,287 7.791

洋　書 67 26 93

累計 和漢書 63.352 116.327 179,679

洋　書 6,287 2,046 8.333

写真:680,212点(1999年度末）
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　　　　　　　本館配置図
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６　埓積基壇復原

８　便所

10　案内広場
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平城宮跡資料館配置図
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平城宮跡資料館
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平城宮跡遺構展示館配置図

１　遺構展示館　　２　展示館

３　遺構展示館　　４　管理棟

築地堺復原

束大溝復原

パーゴラ

防災設備室

宮内省北門・築地塀復原

宮内省復原建物（南殿）

宮内省復原建物（南殿第２殿）

宮内省復原建物（西北殿）
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第１展示室
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須弥山石

山川寺塔心礎

法輪寺塔心礎

飛鳥資料館配置図

２　第２展示室

５　閲覧室・売店

８　光庭

11　売札所

14　機械室

17　酒船石
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